
令和３年中における交通人身事故の発生状況について

令 和 ４ 年 ３ 月 １ ７ 日
千 葉 県 警 察 本 部
交 通 部 交 通 総 務 課

注１：「死亡」とは、交通事故発生から２４時間以内に当事者が亡くなった事故をいいます。
２：「重傷者」とは、交通事故により負傷したものであって、１か月（３０日）以上の治療を要する者をいいます（医師の診断を基準としています。）。
３：「子供」とは、中学生までの者をいいます。「若者」とは、１５歳以上２４歳以下（中学生を除く。）の者をいいます。「その他」とは、２５歳以上６４歳以下

の者をいいます。「高齢者」とは、６５歳以上の者をいいます。
４：「飲酒運転による人身事故」とは、原付以上の運転者（自動車、自動二輪車及び原動機付自転車）が飲酒運転で第１当事者となった死傷事故をいい

ます。

【令和３年中の交通人身事故概要】
・ 交通人身事故件数：１３，５３４件（前年比＋６６１件）
・ 死者数：１２１人（前年比－７人） 【内訳：子供４人、若者１２人、その他３２人、高齢者７３人】
・ 負傷者数：１６，１０７人（前年比＋６９２人）

うち重傷者数：１，５１２人（前年比＋８３人）

【主な特徴】
・ 死者数のうち高齢者が７３人で約６割（６０．３％）を占めている。
・ 歩行中死者が４６人で約４割（３８．０％）を占めている。
・ 歩行中死者・重傷者のうち横断歩道横断中が１８３人で増加（同＋１８人）した。
・ 飲酒運転による人身事故件数：１０２件（同－３１件）、死傷者数：１２２人（同－６２人）

うち飲酒運転による死亡事故件数：４件（同－４件）、死者数：５人（同－３人）
・ 飲酒運転摘発件数：１,５９３件（同＋２２６件）

【飲酒運転詳細分析】
・ 飲酒先

飲食店と自宅がほぼ同数で全体の約７割を占める。
・ 運転開始場所

飲食店駐車場、自宅駐車場及びコインパーキングで約７割を占める。
・ 飲酒終了から運転開始までの経過時間

１時間以内に運転を開始している者が約半数を占める。
・ 飲酒運転に対する主な弁解

「警察に見つからなければ大丈夫だと思った。」「事故を起こさなければ大丈夫だと思った。」などであった。



１－１ 交通人身事故発生状況の推移

【令和３年の特徴】
・平成24年以降、交通人身事故件数、死者数、負傷者数、重傷者数ともに減少傾向で推移している（令和２年と比較すると死者数以外は増加）。
・過去10年間で、交通人身事故件数は43.6％減少、死者数は40.1％減少、負傷者数は41％減少、重傷者数は32.8％減少したが、重傷者の減少率が低い。

交通人身事故件数・負傷者数・うち重傷者数・死者数の
推移（Ｈ２４～Ｒ３）

年齢層別死者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

年齢層別重傷者の推移（Ｈ２４～Ｒ３）
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注：（ ）内の数値は、令和３年中の死者数の割合を示す。四捨五入のため100％にならない。

注：（ ）内の数値は、令和３年中の重傷者数の割合を示す。



１－２ 交通人身事故発生状況の推移

【令和３年の特徴】
・事故類型別で見ると、平成24年以降、全体的に増減を繰り返しつつも減少傾向であるが、車両相互と人対車両の事故が多くを占めている。
・状態別で見ると、平成24年以降、全体的に増減を繰り返しつつも減少傾向であるが、死者及び重傷者ともに歩行者が最も多い。

状態別死者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

注１：「その他」とは、リヤカー、荷車等人又は動物の力により運転する車で自転車及び駆動補助機
付自転車以外のものをいう。

２： （ ）内の数値は、令和３年中の重傷者数の割合を示す。四捨五入のため100％にならない。

状態別重傷者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）
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事故類型別交通重傷事故件数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）
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注：（ ）内の数値は、令和３年中の死亡事故件数の割合を示す。四捨五入のため100％にならない。

注：（ ）内の数値は、令和３年中の重傷事故件数の割合を示す。四捨五入のため100％にならない。

注：（ ）内の数値は、令和３年中の死者数の割合を示す。



２－１ 歩行者・自転車・二輪車事故の推移

【令和３年の特徴】
・歩行者の死者・重傷者のうち、横断歩道横断中が35.3％(519人中183人)を占めている。
・自転車乗用中の死者・重傷者のうち、自転車対車両が93.2％(427人中398人)と大半を占めている。

歩行者事故類型別死者・重傷者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

歩行者横断中死者・重傷者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

自転車乗用中事故類型別死者・重傷者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

二輪車乗車中事故類型別死者・重傷者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

注：「その他の横断中」とは、横断歩道付近、横断歩道橋付近等を含む。
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【参考】 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

死傷者数
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【参考】 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

死傷者数

自転車対人 10 9 7 6 6 7 9 3 5 2

自転車対車両 5,700 5,139 4,526 4,019 4,039 4,183 4,182 3,956 3,156 3,358

自転車単独 137 136 99 90 73 66 56 78 66 49

自転車対列車 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

647
692

708

644

702
686

597
564

491
519

426
461 457

424
480

429
395 388

328 348

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

歩行者全体

うち道路横断中

(人)

174 182

205
187 232

213
191 186

165
183

252

279

252
237

248

216
204 202

163 165

100

150

200

250

300

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

横断歩道横断中

その他の横断中

642 643

549 525
509

567
505

462

362
398

3 1 2 1 2
6

2 1 2
0

70 72

56
47

42 39

27
35 34

28

0 0 0 0 0 0 1 0 0

1
0

20

40

60

80

100

0

100

200

300

400

500

600

700

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

令和３年死者数・重傷者数
427人

540
511 499

460 452
482

442

354 338 332

4
7

5
2

5 4
0 0

3 3

20

15

22
19

10

19

23

22 16
20

0 0 1

0

1 0
0 0 0

0 0

5

10

15

20

25

30

35

40

0

100

200

300

400

500

600

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

二輪車単独

二輪車対列車

令和３年死者数・重傷者数
355人

(人)

自転車対車両

自転車単独

自転車対人
自転車対列車

(対車両・単独・列車(人))(対車両(人))

二輪車対車両

二輪車対人

(対車両(人)) (対車両・単独・列車(人))

注：歩行者には、第３当事者以下も含む。下図も同じ。



308 275 243 229 216 193 167 151 145 123

399

432
356

338 330
413 360

341

251 299

(707) (707)

(599)
(567)

(546)

(606)

(527)
(492)

(396)
(422)

43.6%

38.9%

40.6% 40.4%
39.6% 31.8% 31.7% 30.7%

36.6%

29.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

違反あり 違反なし 違反の割合

688 574 546 568 461 395 328 278 259 266

2,534 2,552 
2,514 2,393 

2,336 

2,419 

2,518 

2,473 

1,961 
2,048 

(3222)
(3126) (3060)

(2961)
(2797) (2814) (2846)

(2751)

(2220)
(2314)

21.4%

18.4%
17.8%

19.2%
16.5%

14.0%

11.5%
10.1%

11.7% 11.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

違反あり 違反なし

違反の割合

２－２ 歩行者・自転車の違反別死傷者数の推移

【令和３年の特徴】
・歩行者側に何らかの違反が認められたのは、死者・重傷者では20.1％であった。死者・重傷者で見ると、違反の割合が高くなる傾向にある。
・自転車乗用中に何らかの違反が認められたのは、死者・重傷者では29.1％であった。死者・重傷者で見ると、違反の割合が高くなる傾向にある。

歩行者（第１当事者・第２当事者）の違反の有無別
死者・重傷者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

自転車乗用中違反（第１当事者・第２当事者）の有無別
死者・重傷者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

【参考】歩行者（第１当事者・第２当事者）の違反の有無別
死傷者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）(人)
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【参考】自転車乗用中違反（第１当事者・第２当事者）の有無別
死傷者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

(人) (％)

(％) (人) (％)

(人) (％)

注：（ ）内の数値は、死者・重傷者の合計人数を示す。以下本項において同じ。
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614人

３－１ 高齢者が関係する死亡・重傷事故の推移

高齢者が第１当事者（原付以上）となる死亡・重傷事故件数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

注１：第１当事者が原付以上の件数である。
２：「割合」とは、各年における全年齢層の死亡・重傷事故件数のうち、各年齢層の運転者が占める割合である。

高齢者の死者・重傷者数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

【令和３年の特徴】
・高齢者の死者・重傷者は、人対車両が42.8％(614人中263人)と車両相互が48.5％(614人中298人)がそれぞれ約半数を占めている。
・全体の交通事故件数が大幅に減少している中で、高齢運転者による死亡・重傷事故件数は減少数が少ないため、高齢運転者が占める割合は増加傾向である。令和３
年も同様の傾向であり、４件に１件は高齢運転者が関係する事故である。

【参考】 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

事故件数
（１当原付以上）

64歳以下 17,629 16,116 14,515 13,636 13,049 12,946 12,182 11,452 8,872 9,352
65歳以上 3,762 3,683 3,749 3,733 3,709 3,839 3,878 3,774 3,014 3,102

割合（65歳以上） 17.6% 18.6% 20.5% 21.5% 22.1% 22.9% 24.1% 24.8% 25.4% 24.9%

【参考】 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

高齢者の
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人対車両 947 881 964 895 951 925 887 870 801 716

車両相互 3,152 3,071 2,889 2,695 2,654 2,624 2,711 2,487 1,916 1,912

車両単独 115 111 104 117 71 93 101 111 86 79

列車 3 2 5 1 1 2 2 3 1 2
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注：（ ）内の数値は、令和３年中の高齢者の死者・重傷者数の割合を示す。四捨五入のため
100％にならない。
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令和３年死亡・重傷事故件数
371件

高齢者が第１当事者（原付以上）となる
死亡・重傷事故の道路形状別発生件数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

【参考】アクセル・ブレーキ踏み間違い（四輪・第１当事者）による
交通人身事故件数（総数）の推移（Ｈ２４～R３）

【令和３年の特徴】
・高齢運転者によるアクセルとブレーキの踏み間違いによる死亡・重傷事故は351件中８件（2.3％）である。
・高齢運転者が死亡・重傷事故を起こす場所は、交差点が58.2％と半数を占めている（過去10年間の合計で見ても同様傾向）。

アクセル・ブレーキ踏み間違い（四輪・第１当事者）による
死亡・重傷事故件数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

(件) (％)
(件)

【参考】 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

高齢者
以外

四輪１当事故 16,949 15,457 14,010 13,181 12,564 12,471 11,781 11,087 8,532 9,009

うち踏み間違い 166 175 163 150 138 148 142 113 80 91

踏み間違いの割合 1.0% 1.1% 1.2% 1.1% 1.1% 1.2% 1.2% 1.0% 0.9% 1.0%

高齢者

四輪１当事故 3,674 3,617 3,672 3,682 3,642 3,764 3,817 3,711 2,950 3,045

うち踏み間違い 82 84 98 89 71 81 69 60 68 60

踏み間違いの割合 2.2% 2.3% 2.7% 2.4% 1.9% 2.2% 1.8% 1.6% 2.3% 2.0%

３－２ 高齢者が関係する死亡・重傷事故の推移

【参考】高齢者が第１当事者（原付以上）となる
死亡・重傷事故の道路形状別発生状況（Ｈ２４～Ｒ３合計）

交差点

2,433件

57.7%

交差点付近

363件,8.6%

単路

1,182件

28.0%

踏切 7件 0.2%

一般交通の場所 232件 5.5%
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踏み間違い事故率（高齢者以外） 踏み間違い事故率（高齢者）

注１：踏み間違い事故件数は折れ線グラフに記載の件数である。
２：踏み間違い事故率は、各項目の「(踏み間違い事故件数／四輪１当事故件数)×100」で算出。

注：「一般交通の場所」とは、交差点、交差点付近、単路、踏切以外のサービスエリア、パーキングエ
リア、道の駅等の場所をいう。
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飲酒事故平均件数(H24～R2)
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職業運転者 2件 2.0%

公務員 2件 2.0%

建設業

33件

32.4%

製造業

10件

9.8%

農林業・漁業 2件 2.0%
卸・小売り業、金融・保険業、運輸・

郵便業、電気通信業
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サービス業（宿泊・飲食
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４－１ 飲酒運転（原付以上第一当事者）による交通人身事故
時間帯別発生状況（令和３年中）

月別発生状況（令和３年中） 職業別発生件数（令和３年中）

【令和３年の特徴】
・飲酒運転による人身事故は、過去10年間で見ると半減したが、依然として年間100件以上発生している。
・月別で見ると、12月が最も発生しており、過去10年間で見ても同様の傾向である。
・発生時間帯で見ると、18時～21時台に多発しており、コロナ禍における酒類提供時間短縮の影響が考えられる（例年は20時～1時台までに多発）。
・職業別で見ると、建設業が多いものの様々な業種が該当している。

年別飲酒運転による人身事故件数の推移（Ｈ２４～Ｒ３）

(件)

(総数：件) (死亡：件)
(件)

【参考】 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

飲酒事故件数 201 211 209 215 189 178 192 164 133 102

うち死亡事故件数 17 17 15 16 11 4 9 13 8 4

飲酒運転による死者数 18 17 18 17 11 4 9 13 8 5

飲酒運転による負傷者数 278 282 292 300 263 269 265 218 176 117

【参考】 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

飲酒事故件数 8 9 9 11 4 9 10 11 6 5 8 12

うち死亡事故件数 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2

飲酒運転による死者数 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 2

飲酒運転による負傷者数 9 10 11 11 7 12 12 12 6 5 9 13
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４－２ 飲酒運転（原付以上第一当事者）による交通人身事故分析

【参考】飲酒状況別・年齢層別飲酒運転による人身事故件数
（Ｈ２４～Ｒ２平均）

【令和３年の特徴】
・40歳代及び50歳代が最多である。過去10年で見ると、同様の傾向ではあるが、令和３年は30歳代が少なかった。
・20歳～24歳についても発生が多い（25歳～29歳になると減少）。

飲酒状況別・年齢層別飲酒運転による人身事故件数
（令和３年中）
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注：「その他」は、基準値以下及び検知不能を示す。 注：「その他」は、基準値以下及び検知不能を示す。

酒酔い・酒気帯び件数： 81件
基準値以下・検知不能： 21件

合計：102件

(件) (件)



４－３ 飲酒運転による人身事故における死亡事故率・飲酒運転の取締り状況等

【令和３年の特徴】
・飲酒運転以外の死亡事故率と飲酒運転時の死亡事故率を比較すると、飲酒運転は4.7倍も死亡事故につながるリスクが高くなる。
・飲酒運転の摘発については、取組を強化しており、過去５年間で最多であった。また、飲酒運転をする車両に同乗する者（同乗罪）が多く検挙されている。
・飲酒運転により人身事故を起こした場合、交通捜査部門が綿密な捜査を行い、より罰則の厳しい危険運転致死傷罪を適用しており、令和３年は飲酒運転による人身事
故の半数で危険運転致死傷罪を適用した。

飲酒死亡事故(原付以上第１当事者)の死亡事故率比較

注１：事故件数は、原付以上の運転者が第１当事者となったものである。
２：「死亡事故率」とは、飲酒の有無別の全事故件数のうち死亡事故件数の占める割合（死亡事故件

数÷全事故件数×100）で算出しているが、便宜上、小数点第２位を四捨五入している。一方、倍率
は、「（（飲酒あり）死亡事故件数÷全事故件数）÷（（飲酒なし）死亡事故件数÷全事故件数）」から
算出しているため、小数点第２位を四捨五入した数値同士を割ったものとは数値が異なる。

危険運転致死傷罪立件状況飲酒運転の摘発状況の推移

飲酒運転周辺者三罪の検挙状況の推移
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R3は飲酒運転による人身
事故の半数に適用

注：「摘発件数」とは、「検挙件数」＋「警告件数（政令数値未満）」をいう。
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飲酒あり
全事故件数 102
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コインパー

キング

17件 37.8%

親族・知人宅駐車場

6件 13.3%

勤務先駐車場

3件 6.7%

コンビニ駐車場

3件 6.7%

その他の

駐車場

6件 13.3%

その他

6件 13.3%

不明

4件 8.9%

飲食店駐車場

19件

18.6%

自宅駐車場

38件

37.3%

その他

45件

44.1%

４－４ 飲酒運転による交通人身事故の詳細分析（令和３年中）

【令和３年の特徴】
・飲酒先は、飲食店又は自宅が多く、全体の大部分（75.5％）を占めている。
・運転開始場所は、飲食店駐車場、自宅駐車場、コインパーキングが全体の大部分（72.5％）を占めている。
・飲酒終了から運転開始までの経過時間のうち、１時間以内に運転を開始している者が約半数（47％）を占めている。
・飲酒運転に対する主な弁解は、「警察に見つからなければ大丈夫だと思った。」や「事故を起こさなければ大丈夫だと思った。」など自分本位の理由であった。

飲酒運転者の飲酒先 運転の目的

飲酒運転開始場所
【飲酒運転に対する主な弁解】

飲食店

40件

39.2%

自宅

37件

36.3%

その他

21件

20.6%

不明 4件 3.9%

注：「その他」は、知人宅等を示す。

業務中 5件 4.9%

通勤・退社

15件 14.7%

観光・娯楽

5件 4.9%

ドライブ 6件

5.9%

帰宅
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訪問 12件

11.8%

送迎 4件 3.9%

その他 4件 3.9%
不明 1件 1.0%

注：「その他」は、通院等を含む。

飲食

28件

27.5%

買物

22件

21.6%

・警察に見つからなければ大丈夫だと思った。
・事故を起こさなければ大丈夫だと思った。
・運転する距離が短いから大丈夫だと思った。
・時間が経過したのでアルコールは抜けたと
思った。

飲酒終了から運転開始までの経過時間

全体の４７％
が１時間以内
に運転を開始

17件中16件の飲酒
先が飲食店

その他の内訳

7件

6.9%
14件

13.7%

27件

26.5%

11件
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8件

7.8%

28件

27.5%

7件

6.9%～10分

10分～30分

30分～１時間

1時間～2時間

2時間～3時間

3時間超え

不明
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【特集】新型コロナウイルス感染症に伴う交通量・人身事故件数の推移（H29～R3）

・緊急事態宣言時の令和２年４月及び５月は令和元年同時期と比較すると交通量が大幅に減少。令和３年１月は令和元年同時期と比較すると大幅に交通量が減少したが、
２月及び３月は微減。令和３年８月及び９月は令和元年同時期と比較すると交通量が微減であった。
・令和２年に新型コロナが日本で初めて確認される前の平成29年から令和元年までは、年間人身事故件数の減少率が約４％と小さかったが、令和２年は-21.9％（対令和
元年比）、令和３年は-17.9％（同比）と減少率が大きくなっていることから、緊急事態宣言等の影響により交通量が減少したため、人身事故件数（全事故）の減少に影響を
及ぼした可能性はあると考えられる。

月別交通量(日平均)・人身事故件数の推移（Ｈ２９～Ｒ３）
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交通量 全事故 死亡事故件数

緊急事態宣言発令中
（R2.4/7～5/25）

緊急事態宣言発令中
（R3.1/8～3/21）

月別交通量(日平均)の推移（Ｈ２９～Ｒ３） 交通量・人身事故件数の推移（Ｈ２９～Ｒ３）

(万台) (百件)

(万台) (交通量：億台)
(全事故：件） (死亡：件）

年月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

H29 599.7 616.1 621.8 609.1 608.6 621.4 628.0 620.0 611.9 594.3 603.5 601.9 611.4

H30 575.0 605.3 617.7 603.2 599.1 604.5 602.7 597.8 587.0 581.2 574.4 557.1 592.1

R1 531.0 535.2 559.7 551.0 540.9 550.3 559.0 566.5 546.1 525.5 530.7 524.4 543.4

R2 504.6 521.7 507.1 455.0 458.7 517.7 516.5 521.5 531.1 528.0 525.2 522.3 509.1

R3 486.8 523.4 531.8 532.0 522.9 534.5 535.8 526.5 528.4 525.1 530.4 535.0 526.1

緊急事態宣言発令中
（R2.4/7～5/25）

緊急事態宣言発令中
（R3.1/8～3/21）

平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

18,030 17,374 16,476 12,873 13,534

154 183 167 125 119

全事故に占める割合 0.9% 1.1% 1.0% 1.0% 0.9%

17,876 17,191 16,309 12,748 13,415

全事故に占める割合 99.1% 98.9% 99.0% 99.0% 99.1%

全事故

死亡事故

重・軽傷事故

注：県内主要地点約500箇所の車両感知器により計測した数値である(算出方法：交通量(日平均)=単月中における車両感知器計測総台数÷単月の日数(月により割る日数は異なる。))

(

万
台)

緊急事態宣言発令中
（R3.8/2～9/30）

緊急事態宣言発令中
（R3.8/2～9/30）


